
JP  5882752  B2  2016.3.9

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

表シート (1)と裏シート (2)を有し、

該表シート (1)は不透水性材で構成され、かつ植栽に必要な面積の開口 (11)を提供する放

射状の切れ目 (12)を備えており、

該切れ目 (12)は集中部分 (13)で不連続となっており、

該裏シート (2)は透水性と通気性を有する不織布で構成され、面積は該表シート (1)より小

さく、かつ根通路 (21)が形成され、

該裏シート (2)は、該表シート (1)の該切れ目 (12)を覆いかつ充填口 (22)となる部分を残し

て、該表シート (1)に添設されている

ことを特徴とする植栽用品。

【請求項２】

該切れ目 (12)は自身の放射方向の延長上に切開予定部 (14)を備えている請求項１に記載の

植栽用品。

【請求項３】

該集中部分 (13)には少なくとも一つの該切れ目 (12)の延長上に連続する切開予定部 (14’ )

が形成されている請求項１又は２に記載の植栽用品。
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【 請 求 項 ４ 】

該 集 中 部 分 (13)は 、 該 表 シ ー ト (1)と 該 裏 シ ー ト (2)間 に 現 出 す る 空 間 (H)に 充 填 さ れ る 最

大 容 量 の 培 土 (M)の 圧 力 に 耐 え る 、 強 度 を 有 し て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 植 栽 用

品 。

【 請 求 項 ５ 】

該 根 通 路 (21)は 、 そ の 開 口 面 積 が 、 該 表 シ ー ト (1)と 該 裏 シ ー ト (2)間 に 現 出 す る 空 間 (H)

に 充 填 さ れ る 培 土 (M)の 漏 れ を 阻 止 す る 、 大 き さ と な っ て い る 請 求 項 １ か ら ４ の 一 つ の 項

に 記 載 の 植 栽 用 品 。 　

【 請 求 項 ６ 】

該 表 シ ー ト (1)と 該 裏 シ ー ト (2)の 間 に 、 植 栽 時 に 破 断 さ れ る 培 土 の 仮 止 め シ ー ト (3)が 介

装 さ れ て い る 請 求 項 １ か ら ５ の 一 つ の 項 に 記 載 の 植 栽 用 品 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 植 栽 面 の 緑 化 に 際 し て 使 用 す る 植 栽 用 品 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 植 栽 面 の 緑 化 に 際 し て 使 用 す る 苗 木 の 生 産 用 袋 と し て 特 許 第 ３ ５ ９ ０ ７ １ ５ 号 公 報 （ 特

許 文 献 １ ） が 知 ら れ て い る 。 こ の 袋 は 、 各 別 の 不 透 水 性 の シ ー ト 部 を 周 辺 部 で 、 培 土 の 充

填 口 を 残 し て 、 一 体 化 し た も の で あ る 。 使 用 し 際 し て は 、 充 填 口 を 通 し て 培 土 を 不 透 水 性

シ ー ト 間 の 空 間 に 充 填 す る 。 充 填 を 終 え た ら こ の 充 填 口 を 塞 ぐ 。 一 方 の 不 透 水 性 シ ー ト 部

を 切 り 開 き 、 苗 木 の 根 系 を 通 し て 培 土 に 埋 め 込 む 。 こ の 苗 木 の 植 わ っ た 袋 を 植 栽 面 に 載 置

す る 。

　 ま た 、 一 面 シ ー ト １ に 直 線 状 の 植 穴 開 口 部 ８ を 設 け て 刃 物 に よ る 袋 の 切 り 開 き を 省 け る

よ う に し た 発 明 が 特 許 第 ４ ４ ５ ６ ４ ５ ４ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ５ ９ ０ ７ １ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ４ ４ ５ ６ ４ ５ ４ 号 公 報 ： 段 落 ０ ０ ３ ５

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

特 許 第 ３ ５ ９ ０ ７ １ ５ 号 の 袋 の 場 合 、 培 土 を 充 填 し て 充 填 口 を 塞 い だ 後 に 、 苗 木 の 根 系 を

培 土 に 埋 め 込 む た め 、 一 方 の 不 透 水 性 シ ー ト 部 を 切 り 開 く 必 要 が あ る 。 こ の 作 業 は 、 切 り

開 き の 長 さ が 短 す ぎ る と 苗 木 の 根 系 の 挿 通 に 支 障 を 来 し 、 長 す ぎ る と 培 土 が 漏 れ 出 す の で

、 結 構 面 倒 と な っ て い る 。

特 許 第 ４ ４ ５ ６ ４ ５ ４ 号 公 報 の 袋 の 場 合 、 こ の 植 穴 開 口 部 ８ は 中 間 部 分 を 拡 げ て 植 物 を 植

え 込 む が 、 両 手 で こ の 植 穴 開 口 部 を 拡 げ な い と 植 栽 に 必 要 な 十 分 な 開 口 を 確 保 す る こ と が

困 難 で 、 一 人 で 開 口 と 植 栽 作 業 の 双 方 を こ な す の は 大 変 難 し い 。

　 本 発 明 は こ の 切 り 開 き の 面 倒 を 軽 減 し か つ 十 分 な 植 栽 開 口 を 容 易 に 確 保 す る こ と が 可 能

な 植 栽 用 品 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

（ 請 求 項 １ ） 本 発 明 に 係 る 植 栽 用 品 は 、 表 シ ー ト と 裏 シ ー ト を 有 し て い る 。 該 表 シ ー ト は

不 透 水 性 材 で 構 成 さ れ 、 か つ 植 栽 に 必 要 な 面 積 の 開 口 を 提 供 す る 放 射 状 の 切 れ 目 を 備 え て

い る 。 該 切 れ 目 は 集 中 部 分 で 不 連 続 と な っ て い る 。 該 裏 シ ー ト は 透 水 性 と 通 気 性 を 有 す る
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不 織 布 で 構 成 さ れ 、 面 積 は 該 表 シ ー ト よ り 小 さ く 、 か つ 根 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て

、 該 裏 シ ー ト は 、 該 表 シ ー ト の 該 切 れ 目 を 覆 い か つ 充 填 口 と な る 部 分 を 残 し て 、 該 表 シ ー

ト に 添 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ こ で 、 表 シ ー ト と 裏 シ ー ト と い う 表 現 を 用 い て い る が 、 相 対 的 な も の で あ り 、 要 す る

に 二 枚 の シ ー ト が 相 対 し て い る と い う こ と を 意 味 す る に 過 ぎ な い 。 表 シ ー ト は 生 分 解 性 、

耐 水 性 、 耐 腐 食 性 、 人 力 に よ る 引 っ 張 り 力 で は 引 き 裂 け な い 程 度 の 強 度 を 有 し て い る こ と

が 望 ま し く 、 例 え ば 、 三 層 構 造 の ポ リ エ チ レ ン 製 が 採 用 さ れ る 。 裏 シ ー ト は 不 織 布 で 、 表

シ ー ト と 同 様 に 、 生 分 解 性 、 耐 水 性 、 耐 腐 食 性 を 有 し て い る こ と が 望 ま し い が 、 強 度 的 に

は 充 填 材 の 材 圧 に よ っ て 破 け な け れ ば 十 分 で あ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 充 填 材 と し て

一 般 的 に 採 用 さ れ る 培 土 を 例 に 挙 げ 、 そ の 圧 力 を 土 圧 と 表 現 し て あ る が 、 勿 論 培 土 に 限 定

さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 切 れ 目 の 形 成 は 型 に よ る 切 断 が 一 般 的 で あ る 。 切 刃 を 取 り 付 け た 雄 型 と 、 こ の 切 刃 を 収

め る 溝 を 設 け た 雌 型 を 採 用 し 、 シ ー ト を あ る 枚 数 重 ね 合 わ せ て 雌 型 に 載 せ 、 雄 雌 両 型 を 近

づ け て 切 刃 と 溝 に よ り シ ー ト を 切 断 す る 。 シ ー ト の 切 断 に よ っ て 形 成 さ れ た 切 れ 目 の 長 さ

は 切 刃 の 長 さ に 相 当 す る 。 植 栽 時 に 該 切 れ 目 を 該 表 シ ー ト の 外 方 又 は 内 方 へ 反 転 さ せ る こ

と に よ り 植 栽 用 の 開 口 が 提 供 さ れ る 。 そ し て 、 該 切 れ 目 の 長 さ は 、 培 土 を 表 裏 の シ ー ト 間

の 空 間 に 充 填 し た 場 合 で も 、 土 圧 に よ り 該 切 れ 目 が 開 き 過 ぎ て こ の 培 土 が 外 部 へ 漏 れ 出 な

い 程 度 と す る 。 ま た 、 放 射 状 の 切 れ 目 と い う の は 、 ３ 本 以 上 の 切 れ 目 が 中 心 か ら 放 射 状 に

延 び た 状 態 を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

該 切 れ 目 は 集 中 部 分 で 不 連 続 と な っ て い る の で 、 最 大 容 量 の 培 土 を 表 シ ー ト と 裏 シ ー ト 間

の 空 間 に 目 一 杯 充 填 し て も 、 切 れ 目 の 長 さ が 集 中 部 分 で 規 制 さ れ 、 あ る 程 度 以 上 に 切 れ 目

の 口 が 開 く こ と が な く 、 培 土 が 漏 れ 出 る の を 防 げ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

該 裏 シ ー ト は 透 水 性 と 通 気 性 を 有 す る 不 織 布 で 構 成 さ れ る 。 そ の 面 積 は 該 表 シ ー ト よ り 小

さ く 、 根 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 該 根 通 路 は 、 植 物 の 根 系 が 生 長 時 に 該 裏 シ ー ト を 通 っ て

植 栽 地 面 に 張 出 で き れ ば よ く 、 ス リ ッ ト 、 切 れ 目 、 透 孔 等 、 適 当 な 手 段 を 採 用 で き る 。 そ

し て 、 該 裏 シ ー ト は 、 該 表 シ ー ト の 該 切 れ 目 を 覆 い か つ 充 填 口 と な る 部 分 を 残 し て 、 該 表

シ ー ト に 添 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 裏 シ ー ト を 表 シ ー ト に 添 設 す る や り 方 は 、 接 着 、 融 着 、 縫 着 等 、 適 宜 の や り 方 を 採 用 で

き る 。 こ の 裏 シ ー ト に は 根 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 数 は 適 当 で よ い が 、 複 数 個 を 散 在

さ せ る の が 好 ま し い 。 ま た そ の 開 口 面 積 も 、 根 が こ の 根 通 路 を 通 っ て 培 土 中 に 入 り 込 む こ

と が で き 、 か つ 培 土 が 漏 れ 出 な い 程 度 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 植 栽 用 品 は 、 充 填 口 と な る 部 分 の 表 裏 の シ ー ト を 引 き 剥 が す よ う に し て 充 填 口 を 開

き 、 表 裏 の シ ー ト 間 に 現 れ た 空 間 に こ の 充 填 口 を 通 し て 培 土 を 充 填 す る 。 充 填 す る に つ れ

、 培 土 の 土 圧 で 表 シ ー ト の 切 れ 目 の 中 間 部 分 が 拡 げ ら れ て ゆ く が 、 外 端 が 規 制 さ れ て い る

の で 、 あ る 程 度 拡 が る と そ れ 以 上 は 拡 が ら な い 。 従 っ て 、 拡 が っ た 部 分 を 通 っ て 培 土 が 外

部 へ 漏 出 す る こ と は ほ と ん ど な い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 空 間 へ の 培 土 の 充 填 に よ り 裏 シ ー ト も 培 土 の 土 圧 を 受 け る 。 根 通 路 の 開 口 面 積 は

小 さ い が 、 充 填 時 の 衝 撃 で 培 土 の 一 部 が こ の 根 通 路 を 通 っ て 外 部 へ 漏 出 す る こ と も あ り 得

る 。 し か し 、 培 土 に は 粘 性 が あ り 、 そ の 抵 抗 に よ り 根 通 路 付 近 に ブ リ ッ ジ 現 象 を 起 こ す の

で 、 そ れ 以 上 の 漏 出 は 阻 止 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 培 土 の 充 填 を 終 え た ら 、 充 填 口 を 閉 じ る 。 こ の 閉 鎖 に は 、 ク リ ッ プ 、 縫 着 、 ピ ン 留 め 、

接 着 そ の 他 の 適 当 な や り 方 を 採 用 で き る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】

　 充 填 口 を 閉 じ た 植 栽 用 品 に 苗 木 を 配 設 す る 。 切 れ 目 の 集 中 部 分 を 表 シ ー ト の 外 方 又 は 内

方 へ 反 転 さ せ れ ば 、 培 土 表 面 と 平 行 な 植 栽 に 十 分 な 面 積 の 開 口 が 現 れ る 。 用 意 し た 苗 木 の

枝 葉 を 植 栽 用 品 の 外 部 に 残 し 、 そ の 根 を こ の 開 口 を 通 し て 培 土 に 埋 め 込 む 。 こ れ ら の 作 業

は 一 人 で も で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の よ う に し て 出 来 た 苗 木 を 備 え た 植 栽 用 品 を 植 栽 面 に 、 裏 シ ー ト を 植 栽 面 に 対 向 さ せ

て 、 設 置 す る 。 苗 木 の 根 系 は 裏 シ ー ト の 根 通 路 を 通 っ て 植 栽 土 壌 中 に 生 育 し て ゆ く 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 請 求 項 ２ ） 該 切 れ 目 は 自 身 の 放 射 方 向 の 延 長 上 に 切 開 予 定 部 を 備 え て い て も よ い 。

　 こ う す る と 、 培 土 の 充 填 時 に お け る 切 れ 目 の 長 さ を 過 大 に し な い で 済 む の で 、 培 土 が 漏

れ 出 る 危 険 性 が 少 な く 、 植 栽 す る 植 物 が 大 き い と き に は 切 れ 目 を 切 開 予 定 部 に ま で 広 げ て

開 口 を 大 き く し 、 植 栽 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ 請 求 項 ３ ） 該 集 中 部 分 に は 少 な く と も 一 つ の 該 切 れ 目 の 延 長 上 に 連 続 す る 切 開 予 定 部 が

形 成 さ れ て い て も よ い 。

　 こ う す る と 、 苗 木 の 植 栽 時 に は 該 切 開 予 定 部 で 該 集 中 部 分 を 簡 単 に 破 断 し て 広 い 開 口 を

確 保 で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 請 求 項 ４ ） 該 集 中 部 分 は 、 該 表 シ ー ト と 該 裏 シ ー ト 間 に 現 出 す る 空 間 に 充 填 さ れ る 最 大

容 量 の 培 土 の 圧 力 に 耐 え る 、 強 度 を 有 し て い て も よ い 。

　 こ う す る と 、 培 土 の 充 填 時 に お け る 土 圧 が 大 き く て も 該 集 中 部 分 が こ れ を 受 け 止 め る の

で 、 各 切 れ 目 が 一 斉 に 拡 開 し て 土 漏 れ を 起 こ し て し ま う こ と が な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

（ 請 求 項 ５ ） 該 根 通 路 は 、 そ の 開 口 面 積 が 、 該 表 シ ー ト と 該 裏 シ ー ト 間 に 現 出 す る 空 間 に

充 填 さ れ る 培 土 の 漏 れ を 阻 止 す る 大 き さ と な っ て い て も よ い 。

　 こ う す る と 、 根 通 路 は 、 培 土 充 填 の 初 期 の 段 階 で 一 時 的 に 培 土 の 流 出 を 許 し て も 、 培 土

の 粘 性 抵 抗 に よ る ブ リ ッ ジ 現 象 に よ り 続 く 流 出 を 阻 止 す る こ と が で き 、 苗 木 の 生 育 に 伴 う

根 系 の 張 り 出 し に 際 し て は 、 こ の 根 通 路 が 根 の 植 栽 土 壌 中 へ の 生 長 を 支 援 す る こ と に な り

、 苗 木 の 発 育 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

（ 請 求 項 ６ ） 該 表 シ ー ト と 該 裏 シ ー ト の 間 に 、 植 栽 時 に 破 断 さ れ る 培 土 仮 止 め シ ー ト が 介

装 さ れ て い て も よ い 。

こ う す る と 、 培 土 仮 止 め シ ー ト に よ り 該 表 シ ー ト の 切 れ 目 が 塞 が れ る の で 、 該 培 土 仮 止 め

シ ー ト と 該 裏 シ ー ト の 間 に 現 出 す る 空 間 に そ の 充 填 口 を 通 し て 培 土 を 充 填 し た 場 合 、 切 れ

目 が 土 圧 に よ り 開 く こ と が な く 、 土 漏 れ の 発 生 を 予 防 で き 、 植 栽 時 に は 該 培 土 仮 止 め シ ー

ト を 簡 単 に 引 き ち ぎ っ て 開 口 を 確 保 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ １ 】

（ 請 求 項 １ ） 本 発 明 に よ れ ば 、 表 シ ー ト に 形 成 さ れ た 放 射 状 の 切 れ 目 の 中 心 か ら の 長 さ は

、 植 栽 に 必 要 な 面 積 の 開 口 を 提 供 で き れ ば よ い の で 、 表 裏 の シ ー ト 間 の 空 間 に 充 填 口 を 通

し て 培 土 を 充 填 し た 場 合 、 培 土 の 土 圧 に よ り 切 れ 目 が 中 間 部 分 で 口 を 開 け て も 、 こ の 培 土

が 外 部 へ 漏 れ 出 な い 程 度 に 規 制 で き 、 培 土 が 切 れ 目 の 拡 が っ た 部 分 を 通 し て 外 部 へ 漏 出 す

る こ と は ほ と ん ど な く 、 植 栽 に 際 し て は 切 れ 目 の 集 中 部 分 を 表 シ ー ト の 外 方 又 は 内 方 へ 反

転 さ せ る だ け で 培 土 表 面 と 平 行 で か つ 植 栽 に 必 要 な 開 口 面 積 が 確 保 で き 、 従 っ て 、 苗 木 の

植 栽 を 、 複 数 人 で は も ち ろ ん 、 一 人 で も 簡 単 か つ 迅 速 に で き る 。 　

【 ０ ０ ２ ２ 】

該 切 れ 目 は 集 中 部 分 で 不 連 続 と な っ て い る の で 、 あ る 程 度 以 上 に 切 れ 目 の 口 が 開 く こ と が

な く 、 培 土 が 漏 れ 出 る の を 防 げ る 。 ま た 、 裏 シ ー ト に は 根 通 路 が 形 成 さ れ て い る が 、 根 通

路 の 開 口 面 積 は 小 さ く 、 し か も 培 土 に は 粘 性 が あ り 、 そ の 抵 抗 に よ り 根 通 路 付 近 に ブ リ ッ
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ジ 現 象 を 起 こ す の で 、 そ れ 以 上 の 漏 出 は 阻 止 さ れ 、 根 張 り を 効 果 的 に で き 、 良 好 な 植 栽 が

で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

請 求 項 ２ に よ れ ば 、 培 土 の 充 填 時 に お け る 切 れ 目 の 長 さ を 過 大 に し な い で 済 む の で 、 培 土

の 漏 れ 出 る 危 険 性 が 少 な く 、 植 栽 す る 植 物 が 大 き い と き に は 切 れ 目 を 切 開 予 定 部 に ま で 広

げ て 開 口 を 大 き く し 、 植 栽 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

請 求 項 ３ に よ れ ば 、 該 集 中 部 分 に は 少 な く と も 一 つ の 該 切 れ 目 の 延 長 上 に 連 続 す る 切 開 予

定 部 が 形 成 さ れ て い る の で 、 苗 木 の 植 栽 時 に は 該 切 開 予 定 部 で 該 集 中 部 分 を 簡 単 に 破 断 し

て 広 い 開 口 を 確 保 で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

請 求 項 ４ に よ れ ば 、 培 土 の 充 填 時 に お け る 土 圧 が 大 き く て も 該 集 中 部 分 が こ れ を 受 け 止 め

る の で 、 各 切 れ 目 が 一 斉 に 拡 開 し て 土 漏 れ を 起 こ し て し ま う こ と が な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

請 求 項 ５ に よ れ ば 、 根 通 路 は 、 培 土 充 填 の 初 期 の 段 階 で 一 時 的 に 培 土 の 流 出 を 許 し て も 、

培 土 の 粘 性 抵 抗 に よ る ブ リ ッ ジ 現 象 に よ り 続 く 流 出 を 阻 止 す る こ と が で き 、 苗 木 の 生 育 に

伴 う 根 系 の 張 り 出 し に 際 し て は 、 こ の 根 通 路 が 根 の 植 栽 土 壌 中 へ の 生 長 を 支 援 す る こ と に

な り 、 苗 木 の 発 育 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

請 求 項 ６ に よ れ ば 、 培 土 仮 止 め シ ー ト に よ り 該 表 シ ー ト の 切 れ 目 が 塞 が れ る の で 、 該 培 土

仮 止 め シ ー ト と 該 裏 シ ー ト の 間 に 現 出 す る 空 間 に そ の 充 填 口 を 通 し て 培 土 を 充 填 し た 場 合

、 切 れ 目 が 土 圧 に よ り 開 く こ と が な く 、 土 漏 れ の 発 生 を 予 防 で き 、 植 栽 時 に は 該 培 土 仮 止

め シ ー ト を 簡 単 に 引 き ち ぎ っ て 開 口 を 確 保 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 関 連 す る 植 栽 用 品 の 具 体 例 を 示 す 一 部 切 欠 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 培 土 を 充 填 し た 状 態 を 示 す 一 部 切 欠 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 使 用 状 態 の 切 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に か か る 植 栽 用 品 の 具 体 例 を 示 す 一 部 切 欠 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す 植 栽 用 品 に 培 土 を 充 填 し た 状 態 を 示 す 半 分 切 欠 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ４ の 植 栽 用 品 の 使 用 状 態 の 切 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 に か か る 植 栽 用 品 の 更 に 別 の 具 体 例 で 、 培 土 を 充 填 し た 状 態 の 半 分 切 欠 斜

面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

以 下 の 説 明 で 、 同 一 符 号 は 同 一 若 し く は 相 当 部 分 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の 段 落 以 下 ０ ０ ３ ９ ま で の 説 明 は 、 図 １ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て な さ れ て い る 。

（ 請 求 項 １ ） １ は 表 シ ー ト 、 ２ は 裏 シ ー ト で あ る 。 表 シ ー ト １ は 不 透 水 性 材 で 構 成 さ れ 、

植 栽 に 必 要 な 面 積 の 、 か つ こ の 植 栽 用 品 内 に 充 填 さ れ た 培 土 表 面 と 平 行 な 開 口 １ １ を 提 供

す る 放 射 状 の 切 れ 目 １ ２ を 備 え て い る 。 こ の 切 れ 目 １ ２ は 、 図 ４ 乃 至 ６ に 示 す よ う に 、 集

中 部 分 １ ３ で 不 連 続 と な っ て い る 。 裏 シ ー ト ２ は 透 水 性 と 通 気 性 を 有 す る 不 織 布 で 構 成 さ

れ 、 面 積 は 表 シ ー ト １ よ り 小 さ く 、 根 通 路 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 　

【 ０ ０ ３ １ 】

そ し て 、 こ の 裏 シ ー ト ２ は 、 表 シ ー ト １ の 切 れ 目 １ ２ を 覆 い か つ 充 填 口 ２ ２ と な る 部 分 を

残 し て 、 表 シ ー ト １ に 添 設 さ れ て い る 。 添 設 は 接 着 、 溶 着 又 は 糸 Ｓ に よ る 縫 着 等 、 適 当 な

や り 方 を 採 用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

表 シ ー ト １ は 生 分 解 性 、 耐 水 性 、 耐 腐 食 性 、 人 力 に よ る 引 っ 張 り 力 で は 引 き 裂 け な い 程 度

の 強 度 を 有 し て い る こ と が 望 ま し く 、 例 え ば 、 三 層 構 造 の ポ リ エ チ レ ン 製 が 採 用 さ れ る 。
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切 れ 目 １ ２ の 本 数 や 、 複 数 本 の 切 れ 目 １ ２ が 交 差 す る 場 合 の 角 度 は 適 宜 に 定 め ら れ る が 、

図 示 の 例 は ２ 本 の 切 れ 目 １ ２ が 表 シ ー ト １ の 中 心 で 互 い に ９ ０ ° を な し て 配 置 さ れ た 状 態

を 示 し て い る 。 切 れ 目 １ ２ の 長 さ は 植 栽 に 必 要 な 面 積 の 開 口 １ １ を 提 供 で き る 長 さ と し 、

土 圧 に よ り 多 少 開 く こ と は あ っ て も 、 培 土 が 流 出 し て し ま は な い 程 度 と す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

ま た 、 裏 シ ー ト ２ は 、 表 シ ー ト １ と 同 様 に 、 生 分 解 性 、 耐 水 性 、 耐 腐 食 性 を 有 し て い る こ

と が 望 ま し い 。 こ の 裏 シ ー ト ２ の 強 度 は 、 表 シ ー ト １ と 引 き 離 し て 現 出 す る 空 間 Ｈ に 培 土

Ｍ を 充 填 し た 場 合 、 そ の 土 圧 に よ っ て 破 け な け れ ば 十 分 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 裏 シ ー ト ２ に は 根 通 路 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 数 は 適 当 で よ い が 、 複 数 個 を 散 在 さ

せ る の が 好 ま し い 。 ま た そ の 開 口 面 積 も 、 根 Ｒ が こ の 根 通 路 ２ １ を 通 っ て 植 栽 面 Ｇ の 土 壌

中 に 入 り 込 む こ と が で き 、 か つ 培 土 Ｍ が 漏 れ 出 な い 程 度 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ の 植 栽 用 品 は 、 表 裏 の シ ー ト １ 、 ２ を 引 き 剥 が す よ う に し て 充 填 口 ２ ２ を 開 き 、 表 裏

の シ ー ト １ 、 ２ 間 に 現 れ た 空 間 Ｈ に こ の 充 填 口 ２ ２ を 通 し て 培 土 Ｍ を 充 填 す る 。 充 填 す る

に つ れ 、 培 土 Ｍ の 土 圧 で 表 シ ー ト １ の 切 れ 目 １ ２ の 集 中 部 分 １ ３ で 拡 げ ら れ て ゆ く が 、 切

れ 目 １ ２ は 集 中 部 分 １ ３ で 不 連 続 と な っ て そ の 長 さ が 規 制 さ れ て い る の で 、 最 大 容 量 の 培

土 Ｍ を 表 シ ー ト １ と 裏 シ ー ト ２ 間 の 空 間 Ｈ に 目 一 杯 充 填 し て も 、 あ る 程 度 拡 が る と そ れ 以

上 は 拡 が ら な い 。 従 っ て 、 培 土 Ｍ は 集 中 部 分 １ ３ が 拡 が っ た 状 態 と な っ て も 、 そ こ を 通 っ

て 外 部 へ 漏 出 す る こ と は ほ と ん ど な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 空 間 Ｈ へ の 培 土 Ｍ の 充 填 に よ り 裏 シ ー ト ２ も そ の 土 圧 を 受 け る 。 根 通 路 ２ １ の 開

口 面 積 は 小 さ い が 、 充 填 時 の 衝 撃 で 培 土 Ｍ の 一 部 が こ の 根 通 路 ２ １ を 通 っ て 外 部 へ 漏 出 す

る こ と も あ り 得 る 。 し か し 、 培 土 Ｍ に は 粘 性 が あ り 、 そ の 抵 抗 に よ り 根 通 路 ２ １ 付 近 に ブ

リ ッ ジ 現 象 を 起 こ す の で 、 そ れ 以 上 の 漏 出 は 阻 止 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 培 土 Ｍ の 充 填 を 終 え た ら 、 充 填 口 ２ ２ を 閉 じ る 。 こ の 閉 鎖 に は 、 ク リ ッ プ 、 縫 着 、 ピ ン

留 め 、 接 着 そ の 他 の 適 当 な や り 方 を 採 用 で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 充 填 口 ２ ２ を 閉 じ た 植 栽 用 品 に 苗 木 Ｔ を 配 設 す る 。 表 シ ー ト １ の 切 れ 目 １ ２ の 集 中 部 分

１ ３ を 表 シ ー ト の 外 方 へ 反 転 さ せ る 。 こ の 反 転 に よ り 、 培 土 Mの 表 面 と 平 行 な 植 栽 用 の 開

口 １ １ が 提 供 さ れ る 。 苗 木 Ｔ を 用 意 し 、 そ の 枝 葉 を 植 栽 用 品 の 外 部 に 残 し 、 そ の 根 Ｒ を こ

の 開 口 １ １ を 通 し て 培 土 Ｍ に 埋 め 込 む 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 こ の よ う に し て 出 来 た 苗 木 Ｔ を 備 え た 植 栽 用 品 を 植 栽 面 Ｇ に 、 裏 シ ー ト ２ を 植 栽 面 Ｇ に

対 向 さ せ て 、 設 置 す る 。 苗 木 Ｔ の 根 Ｒ は 裏 シ ー ト ２ の 根 通 路 ２ １ を 通 っ て 植 栽 面 Ｇ の 土 壌

中 に 生 育 し て ゆ く 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

（ 請 求 項 ２ ） 図 １ 及 び 図 ２ に 戻 っ て 、 切 れ 目 １ ２ は 自 身 の 放 射 方 向 の 延 長 上 に 切 開 予 定 部

１ ４ を 備 え て い る 。 こ の 切 開 予 定 部 １ ４ は 、 刃 物 等 の 道 具 な し で も 人 手 で 簡 単 に 切 開 で き

る こ と を 目 的 と す る も の で 、 ミ シ ン 目 や 切 り 溝 等 、 適 宜 の 手 段 を 採 用 で き る 。

　 こ の 場 合 、 培 土 Ｍ の 充 填 時 に お け る 切 れ 目 １ ２ の 長 さ を 過 大 に し な い で 済 む の で 、 培 土

Ｍ が 漏 れ 出 る 危 険 性 が 少 な く 、 植 栽 す る 苗 木 Ｔ が 大 き い と き に は 切 れ 目 １ ２ を 切 開 予 定 部

１ ４ に ま で 広 げ て 開 口 １ １ の 面 積 を 大 き く し 、 植 栽 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

（ 請 求 項 ３ ） 再 び 図 ４ 乃 至 図 ６ で 、 集 中 部 分 １ ３ に は 少 な く と も 一 つ の 切 れ 目 １ ２ の 延 長

上 に 連 続 す る 切 開 予 定 部 １ ４ ’ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 開 予 定 部 １ ４ ’ も 前 段 落 ０ ０ ４

０ で 述 べ た 切 開 予 定 部 １ ４ と 同 様 の 目 的 で 設 け ら れ 、 そ の 構 成 の 仕 方 も 同 様 で あ る 。

　 こ の 場 合 、 苗 木 の 植 栽 時 に は 切 開 予 定 部 １ ４ ’ で 集 中 部 分 １ ３ を 簡 単 に 破 断 し て 広 い 開

口 １ １ を 確 保 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】

（ 請 求 項 ４ ） 集 中 部 分 １ ３ は 、 表 シ ー ト １ と 裏 シ ー ト ２ 間 に 現 出 す る 空 間 Ｈ に 充 填 さ れ る

最 大 容 量 の 培 土 Ｍ の 圧 力 に 耐 え る 強 度 を 有 し て い る 。

こ の 場 合 、 培 土 Ｍ の 充 填 時 に お け る 土 圧 が 大 き く て も 集 中 部 分 １ ３ が こ れ を 受 け 止 め る の

で 、 各 切 れ 目 １ ２ が 一 斉 に 拡 開 し て 土 漏 れ を 起 こ し て し ま う こ と が な い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

（ 請 求 項 ５ ） 図 ２ 、 ５ 及 び ７ で 、 根 通 路 ２ １ は 、 そ の 開 口 面 積 が 、 表 シ ー ト １ と 裏 シ ー ト

２ 間 に 現 出 す る 空 間 Ｈ に 充 填 さ れ る 培 土 Ｍ の 漏 れ を 阻 止 す る 大 き さ と な っ て い る 。

　 こ の 場 合 、 根 通 路 ２ １ は 、 培 土 充 填 の 初 期 の 段 階 で 一 時 的 に 培 土 Ｍ の 流 出 を 許 し て も 、

培 土 Ｍ の 粘 性 抵 抗 に よ る ブ リ ッ ジ 現 象 に よ り 続 く 流 出 を 阻 止 す る こ と が で き 、 苗 木 Ｔ の 生

育 に 伴 う 根 系 Ｒ の 張 り 出 し に 際 し て は 、 こ の 根 通 路 ２ １ が 根 の 植 栽 土 壌 中 へ の 生 長 を 支 援

す る こ と に な り 、 苗 木 Ｔ の 発 育 を 促 進 で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ 請 求 項 ６ ） 図 ７ で 、 表 シ ー ト １ と 裏 シ ー ト ２ の 間 に 、 植 栽 時 に 破 断 さ れ る 培 土 の 仮 止 め

シ ー ト ３ が 介 装 さ れ て い る 。

　 こ の 場 合 、 仮 止 め シ ー ト ３ に よ り 表 シ ー ト １ の 切 れ 目 １ ２ が 塞 が れ る の で 、 仮 止 め シ ー

ト ３ と 裏 シ ー ト ２ の 間 に 現 出 す る 空 間 Ｈ に そ の 充 填 口 ２ ２ を 通 し て 培 土 Ｍ を 充 填 し た 場 合

、 切 れ 目 １ ２ が 土 圧 に よ り 開 く こ と が な く 、 土 漏 れ の 発 生 を 予 防 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

１ 　 　 　 表 シ ー ト

２ 　 　 　 裏 シ ー ト

３ 　 　 　 仮 止 め シ ー ト

１ １ 　 　 開 口

１ ２ 　 　 切 れ 目

１ ３ 　 　 集 中 部 分

１ ４ 　 　 切 開 予 定 部

１ ４ ’ 　 切 開 予 定 部

２ １ 　 　 根 通 路

２ ２ 　 　 充 填 口

Ｓ 　 　 　 糸

Ｔ 　 　 　 苗 木 　

Ｒ 　 　 　 根 　

Ｈ 　 　 　 空 間

Ｍ 　 　 　 培 土

Ｇ 　 　 　 植 栽 面
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